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定例記者会見資料 

 

公益財団法人武蔵野文化生涯学習事業団が誕生します 

 

（公財）武蔵野文化事業団（武蔵野市民文化会館などを管理運営）と（公財）武蔵野生涯学習振

興事業団（武蔵野総合体育館、武蔵野プレイスなどを管理運営）が合併し、令和４（２０２２）年

４月１日に（公財）武蔵野文化生涯学習事業団が誕生します。 

合併を契機として、武蔵野アール・ブリュット展の武蔵野プレイスでの展示など施設や事業分野

間の連携を進め、市民の皆様が芸術文化、スポーツ、生涯学習等の活動に親しむ多様な機会を提供

し、これまで以上に質の高いサービス展開を目指していきます。 

なお合併後は、これまでの施設・講座予約システム、チケットシステム、ホームページなどが、

より分かりやすく使いやすいように更新されます。 

 

■施設やチケットの申し込みなどが便利になります 

①インターネット申請対象施設の拡充（令和４年４月開始予定） 

 体育施設や武蔵野プレイスなどに加えて、事業団が管理運営する施設のうち、スイングホール

や芸能劇場なども、インターネットで使用申請ができるようになります。 

②施設使用料の支払方法の拡充（令和４年７月開始予定） 

 オンライン決済を導入し、施設の使用申請、使用料支払い、承認書の受け取りという一連の手

続がインターネット上で完結できるようになります。 

窓口でのキャッシュレス決済も合わせて導入し、利便性の向上とともに接触機会の低減による感

染症予防につなげます。 

③公演等のチケットレスシステムの導入（令和４年４月開始予定） 

 文化事業団の公演等について、スマートフォンを利用した電子チケットを導入します。チケッ

トの受け取りが不要となり利便性が向上するとともに、セルフもぎりに対応したシステムのため

接触機会の低減と感染症予防につながります。 

※①、②について、市民文化会館大・小ホールなど一部を除きます。 

 

  

 両事業団が管理運営する施設の一部をご紹介します 

 

 

 

 

 

 

 

■問い合わせ  市民部市民活動推進課   ０４２２－６０－１８６０ 

        教育部生涯学習スポーツ課 ０４２２－６０－１９０２ 

＜資料 ９＞ 

▲市民文化会館 ▲吉祥寺美術館 ▲総合体育館 ▲武蔵野プレイス 


